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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

非衛星活用領域へのビジネス展開
～EdTech市場における衛生データ活用STEAM教育ビジネスモデルの構築～

三菱電機株式会社 谷口将一

①顧客課題発見

③スパイラル型探求

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

主体的に学び続ける力を育むことを目的とした
「探究学習」が全国で導入されるも、教育現場
では①教員の指導・評価の負担増大と、②生徒
が学びと社会の繋がりを実感できず学習が形
骸化するという深刻な課題に直面している。

カスタマージャーニーマップ（CJM）等の手法で

教員・生徒の課題を分析。解決策として、教材
提供とハッカソンを両輪とする教育エコシステム
をビジネスモデルキャンバス（BMC）で設計。こ

のエコシステムは、「衛星データ（宇宙の視点）」
と「IoTセンサー（地上の視点）」を組み合わせた
探究学習体験で実現

②課題解決モデル

④熱中体験

【教員の悩み】

「探究学習と言われても、テーマ設定
から評価まで負担が大きい…」

【生徒の本音】

「今の勉強が、社会の何に役立つのか
分からないから、やる気が出ない」

これらの課題を分析した結果、解くべき
核心課題は「生徒が主体的に学びたく
なる“きっかけ”の創出」。

CVCA：Customer Value Chain Analysis 顧客価値連鎖分析

学習体験設計
（教材×ハッカソン）

課題分析
（CVCA、CJM）

解決モデル
（BMC）

【最終的なビジネス目標】
①探究学習プラットフォームによる安定収益
②全国高校生ハッカソンによる成長と社会連携

CVCA

CJM

BMC

【小学校】 衛星画像で街の変化を探る
【中学校】 衛星データとIoTセンサの両視点から機

構の秘密を探る
【高 校】 企業も参加する全国ハッカソンで、リアル

な地域課題の解決に挑戦

光学 植生

レーダ 地表面温度

自分ごと化：自分のいる場所のデータを自分で取得
発見の驚き：目に見える風景以外の地球の姿を発見

生徒の
好奇心に！


